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　　＜補記＞

　　　　※大型哺乳類・キツネの個体数は、米田(1981)及び自然環境研究センター内部資料を参考にした。

　　　　※ノウサギの個体数は白井・林(1995; 1996)を参考にした。

　　　　※タヌキの個体数はキツネとノウサギの中間とした。

　　　　※アカネズミの個体数は、生息地面積を30万km2、平均密度を10頭／haと仮定して算出した。

　　　　※各種哺乳類の体重(種名のあとの括弧内)は阿部(1994)のレンジの中央値を採用した。

各種哺乳類の推定個体数と推定現存量

　本資料は、日本における野生動物とヒトの現存量を大まかに比べることを目的としている。数値そのものは実態とかけ離
れている可能性が高いため、扱いには注意を要する。
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全国における各種哺乳類の推定個体数
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野生生物とヒトの全国における推定現存量

1,000

10,000

100,000

1,000,000

10,000,000

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

シ
カ

カ
モ
シ
カ

ニ
ホ
ン
ザ
ル
キ
ツ
ネ
タ
ヌ
キ

ノ
ウ
サ
ギ

ア
カ
ネ
ズ
ミ

ヒ
ト

推
定
現
存
量
　
to
n


